
 

第５次とよおか教育プラン2025年度実践計画年度末検証に関する教育委員協議会 会議録（要旨） 

 

 

１ 日時・場所 

2026年４月21日（火）14：25～15：10 

豊岡市役所本庁舎３階 庁議室 

 

 

２ 出席者 

教育長            嶋  公治 

教育委員           飯田 正巳 

教育委員           升田 敏行 

教育委員           鈴木 千佳 

教育委員           島﨑 栄子 

 

教育次長           永井 義久 

教育次長補佐兼幼児育成課長  向原 芳江 

教育総務課長         川崎 智朗 

教育総務課図書館長      奥  久美 

学校教育課長         川島 秀博 

学校教育課参事兼教育研修センター長  服部  隆 

教育施設課長         谷口 祥規 

教育施設課参事兼課長補佐   加藤 哲夫 

幼児育成課参事        三輪 純子 

  こども支援課こども支援センター副所長  鳥居  保 

教育総務課課長補佐      足立美由紀 

教育総務課係長        中島  香 

教育総務課主任        小野 千絵 

教育総務課主事        成田 亜依 

 

 

３ 会議内容 

 ⑴ 開会（川崎課長） 

   2025年度の実践計画年度末検証結果について、それぞれ担当課から説明させていただく。実 

践計画がより実効性のあるものになるよう、委員の皆さまから様々なご意見をいただきたい。 

 

 

 ⑵ 協議（小野） 

2025年度実践計画年度末検証について 

   【趣旨】 

・中間検証以降の取組結果を踏まえ、指標の実現状況や各取組の評価について年度末現在で

時点修正し、検証を行う。 

   ・検証委員会で挙げられた意見に対し、対応状況や考え方などを示す。 

   ・基本的方向の趣旨に対し、2025年度の取組結果（成果や課題）などを総括する。 

   ・年度末検証の結果は、教育委員会施策の点検・評価結果として、「教育委員会の点検・評価

報告書」に内容の一部として掲載する。 

 

 

 



 

   【検証総括シートの見方と進め方】検証総括シートP.3～4を例に説明 

   〔2025指標の実現状況〕→年度末において、2025年度の実現状況を数値で記載。 

 

   〔施策と取組の自己検証〕→中間検証以降の取組結果などを踏まえ、年度末検証としての評   

                価をS～Dで記載。 

 

   〔担当課年度末検証〕→検証委員の意見に対する回答を記載。 

 

〔基本的方向における総括〕→基本的方向について担当課による成果や課題など、総括を記載。 

 

 

 

【基本的方向ごとの協議】 

 

 

こども支援課 鳥居副所長、学校教育課 川島課長から説明 

 

（嶋教育長） 

多様性推進・ジェンダーギャップ対策課の取組内容で、「包括的性教育」という言葉を用いて

いる。取組自体の評価に関して問題ないが、この言葉について共通理解が不十分だと思うので、

オリジナル絵本を用いた指導にあたっては、「包括的性教育」の考え方を学ぶ必要がある。 

 

 

 

学校教育課 服部参事から説明 

 

  （鈴木委員） 

  演劇ワークショップの授業参観について、子どもたちがありのままの自分を出せる環境という

のは、たくさんの大人が見ている環境では、難しいのではないかと感じている。授業参観をして

いただくことは大変重要であると思うが、どういった形で参観するのかは検証した方がよいと思

う。 

 

  （服部参事） 

  演劇ワークショップを授業参観として公開した事例では、対象が小学１、２年生のため、保護

者の来校によって子どもが保護者に駆け寄るという場面もあった。 

ファシリテーターが子どもの様子をしっかり観察しながら、年間３回の実施機会を活かし、「１

回目は子どもの様子から公開を見送る」、「３回目なら公開が可能か」といった判断を、ファシリ

テーターと教職員が密に連携して情報を共有しながら行っていく。 

 

（升田委員） 

演劇ワークショップの取組において、ファシリテーターや担当教員がその意義を十分に理解し

ていることは承知しているが、同席する担任や他の教職員まで、どれほど深い理解や納得感があ

るのか少し懸念している。 

子どもと日常的に接しているのは担任教諭である。その担任が取組の意義や価値を深く理解し、

前向きに捉えることで、子どもに対する関わり方もより積極的なものになるのではないか。特定

の方だけが理解している状態ではなく、まずは学校組織として「足元を固めていく」ことを大切

にしてほしい。 

 

 

＜基本方針１－基本的方向１＞ 

＜基本方針１－基本的方向２＞ 



 

  （服部参事） 

  委員ご指摘の通り、全教職員の共通理解は非常に重要であると認識している。現在は、演劇ワ

ークショップ終了後、ファシリテーターと担任の間で密な振り返りを行い、その場での子どもた

ちの変化や新たな一面を共有することで、担任自身も大きな学びを得ている。 

今後の課題は、この学びをどう他の学年や学校組織全体へ波及させていくかという点である。

現在は、管理職も交えながら研修を行い、現場での組織的な実践へ落とし込めるよう工夫を重ね

ているところである。特定クラスの担任だけでなく、学校全体で共有できる体制を構築できるよ

う、今後も丁寧かつ継続的に取り組んでいきたい。 

 

 

   

学校教育課 川島課長、図書館 奥館長から説明 

 

 

 

学校教育課 川島課長から説明 

 

 

 

向原教育次長補佐から説明 

 

（鈴木委員） 

読書習慣を園児のときから大事にすることは、とても重要だと思う。今回、「毎週 1 回以上、

家庭で絵本の読み聞かせをしている家庭の割合」が増えている要因について、何か効果的な取組

があったか。 

 

  （三輪参事） 

  保護者の就労等により家庭で読書時間を確保しにくい現状がある。その中で、園での読み聞か

せや絵本の貸し出しを通じて、子どもたちが読書の楽しさを感じ、家庭でも絵本を読むきっかけ

につながっている。 

 

 

  

 

学校教育課 川島課長から説明 

 

 

 

教育施設課 谷口課長から説明 

 

 

 

学校教育課 服部参事から説明 

 

 

 

学校教育課 川島課長から説明 

 

 

＜基本方針１－基本的方向３＞ 

＜基本方針１－基本的方向４＞ 

＜基本方針１－基本的方向５＞ 

＜基本方針２－基本的方向１＞ 

＜基本方針２－基本的方向２＞ 

＜基本方針２－基本的方向３＞ 

＜基本方針２－基本的方向４＞ 



 

 

（嶋教育長） 

実践計画のそれぞれの取組は、豊岡で育む 「在りたい自分」と「在りたい未来」を創造する

力「～非認知能力（やり抜く力、自制心、協働性）を子どもたちに～」という共通の方向性を

指し示している。第４次の計画で非認知能力を前面に出して以降、学校現場への浸透には約３

年を要したが、現在では初任者や臨時的任用職員も含め、すべての教職員が理解できる段階に

達しているのではないかと感じている。さらに現在は「在りたい自分」、「在りたい未来」につ

いて、学校だよりや入学式、始業式の式辞などに反映され、校長や研修部長によって研修テー

マとして位置付けられるなど、現場での意識化が進んできている。今後も、こうした上位理念

を意識しながら、実践計画を推進し続けることが重要である。 

 

 

⑶ その他（小野） 

今後のスケジュール 

・本日の協議会の意見を担当課で再検討し、必要な場合は検証総括シートを修正する。 

・修正した場合は、後日文書で報告する。 

 

 

⑷ 閉会（川崎課長） 


